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 要  旨 
 二分決定グラフ(Ordered Binary Decision Diagram：OBDD)とは、グラフによる論理関数の表
現法の 1つである。OBDDを用いると多くの実用的な論理関数を小さなサイズで表現でき、他に
も論理関数に対する 2項論理演算などを表現のサイズの積に比例する時間で実行できる、既約な
OBDDは 1つの変数順序の元で表現が一意に定まる等の特長を持つ。そのため様々な問題に対し
て、符号化して論理関数で表し OBDDを用いるアルゴリズムが研究されている。 
本研究では OBDDを用いた画像データ、及び文字列データに対する表現と処理の手法を提案し
た。データに規則性がある場合、小さいサイズの OBDDで表現でき、小さな表現のままで処理を
実行できる。 
具体的には、画像処理においては、処理を論理演算で記述することで圧縮したサイズのまま全
画素に対し並列に画像処理を実行できる。静止画像に対し平行移動、反転、フィルタ処理、閾値
処理を行うアルゴリズムを提案し、計算量の評価を行った。平行移動と反転は入力の OBDDサイ
ズの線形時間、フィルタ処理と閾値処理は入力の OBDDサイズの多項式時間で抑えられることを
示した。また、画像の予測符号化を行うことで画像を表現する OBDDのサイズを圧縮でき、多く
の画像処理も圧縮したままで実行できることを示した。また、これらの表現と処理の手法は動画
像に対しても応用できる。 
文字列に対しては、文字を 2進表現で符号化した各ビットをそれぞれ 1個の関数で表すビット
表現と、1個の文字に 1個の変数を与える文字表現の 2通りの表現法を提案する。ビット表現に
は、1 文字ずつ照合し後で結果をまとめる分割検索と、1 度の演算でパターンを一括して照合す
る一括検索の 2通りの検索法を提案する。文字表現には 1文字ずつ照合を行う検索法を提案する。
テキストの長さをn、パターンの長さをm、テキストの OBDDサイズを
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smO となり、テキストの長さに依存しないか長さの対数に比例する
時間で計算できることを示した。 
 
